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脱原発・脱炭素は可能です 

―EU タクソノミーから原発の除外を― 

欧州委員会が、気候変動対策などへの投資を促進するための「EU タクソノミー」に原発も含

めようとしていると知り、福島第一原発事故を経験した日本の首相経験者である私たちは大

きな衝撃を受けています。 

福島第一原発の事故は、米国のスリーマイル島、旧ソ連のチェルノブイリに続き、原発が

「安全」ではありえないということを、膨大な犠牲の上に証明しました。そして、私たちは

この 10 年間、福島での未曾有の悲劇と汚染を目の当たりにしてきました。何十万人という

人々が故郷を追われ、広大な農地と牧場が汚染されました。貯蔵不可能な量の汚染水は今も

増え続け、多くの子供たちが甲状腺がんに苦しみ、莫大な国富が消え去りました。この過ち

をヨーロッパの皆さんに繰り返して欲しくありません。 

原発推進は、気候変動から目を背けるのと同様に、未来の世代の生存と存続を脅かす亡国の

政策です。私たちは福島第一原発の事故後、国内外の専門家、研究者の調査、研究によって

原発が安全でもなく、クリーンでもなく、経済的でもないということを明確に認識しまし

た。私たちは真に持続可能な世界を実現するためには脱原発と脱炭素を同時に進める自然エ

ネルギーの推進しかないと確信します。 

そして EU タクソノミーに原発が含められることは、処分不能の放射性廃棄物と不可避な重

大事故によって地球環境と人類の生存を脅かす原発を、あたかも「持続可能な社会」を作る

もののごとく世界に喧伝するものです。もし、原発への投資に EU がお墨付きを与えること

になれば、委員長の掲げられる欧州版グリーンディール政策の本質とも相反し、EU のみなら

ず世界中の人々の将来に取り返しのつかない巨大な負の遺産を背負わせてしまうことになる

でしょう。 

福島第一原発事故直後、ドイツのメルケル政権の脱原発への決断は刮目に値するものでし

た。私たちはその英断を高く評価します。今また、ヨーロッパの皆さんが人類の持続可能な

未来を紡ぐ決断をなされんことを切に願います。 

脱原発と脱炭素の共存は可能です。 
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